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M    O    T    O    M    I    Y    A

無病息災、家内安全を祈る
　高松山観音寺の初寅大祭は、２月25日に同境内で執り行われま
した。梵天清め式に始まり、採灯護摩、護摩祈とうののち、御詠
歌舞踊や高松山権現（ごんげん）太鼓、子どもみこしなどが奉納
されました。また、下帯姿の男衆による裸みこしから梵天が投げ
られると祭りは最高潮に達し、訪れた人たちは１年間の無病息災
や家内安全を祈っていました。

エ
コ
バ
ッ
ク
の

　
　
　

完
成
で
す
！

　

白
沢
公
民
館
の
生
涯
学
習
講
座
「
エ
コ

ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
作
り
」
は
、
２
月
20
日

か
ら
３
月
６
日
ま
で
の
３
回
の
講
座
に
20

人
が
参
加
し
、
紙
製
の
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

（
梱
包
用
）
を
使
っ
た
バ
ッ
ク
作
り
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ッ
ク
作
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

手
紙
作
文
で
最
高
賞
！

　

日
本
郵
政
公
社
主
催
の
第
39
回
手
紙
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
手
紙
作
文

部
門
で
本
宮
ま
ゆ
み
小
６
年
生
の
伊
豆
法
子
さ
ん
（
舘
町
）
が
、
最

高
賞
の
日
本
郵
政
公
社
総
裁
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
表
彰
状
の
伝
達
式

は
２
月
22
日
に
同
小
学
校
で
行
わ
れ
、
碓
井
勝
男
本
宮
郵
便
局
長
か

ら
表
彰
状
や
盾
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
は
「
ま
ど
み
ち
お
様
へ
」
と
題
し
、
童
謡
作
家
あ
て
の
手
紙

に
自
分
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
同
部
門
で
は
遠
藤
拓
実
さ
ん（
本
小
１
年
）が
入
選
、
絵

手
紙
部
門
で
は
小
椋
万
葉
さ
ん
（
岩
根
小
１
年
）
が
入
選
し
ま
し
た
。

▲
表
彰
を
受
け
た
伊
豆
さ
ん
（
中
央
）。
右
は
碓
井
本
宮
郵
便
局
長
、

　

左
は
斎
藤
セ
ツ
子
本
宮
ま
ゆ
み
小
校
長

「
本
場
の
キ
ム
チ
と
餃
子
は

　
　

い
か
が
で
す
か
～
！
」

　

本
宮
の
日
本
語
教
室
は
３
月
４
日
、「
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
」
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま
地

球
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
７
」
の
レ
ス
ト
ラ

ン
街
に
出
店
し
ま
し
た
。
本
場
韓
国
の
「
キ
ム
チ
」

と
中
国
四
千
年
の
味
「
餃
子
」
を
販
売
し
、
好
評
の

う
ち
に
完
売
と
な
り
、
会
場
に
訪
れ
た
人
た
ち
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

日
本
語
教
室
の
皆
さ
ん
は
毎
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
、
教
室
生
の
中
心
で
あ
る
韓
国
・
中
国
の

料
理
を
メ
イ
ン
に
出
店
し
て
い
ま
す
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、「
地
域
で
暮
ら
す
、
地

球
に
生
き
る　

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
世
界
中
の
多
様
な
文
化
の
理
解
と
、

共
に
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
ひ
ろ
く
啓
発
す
る
た

め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


